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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第94期

第３四半期連結
累計期間

第95期
第３四半期連結
累計期間

第94期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成30年４月１日
至平成30年12月31日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 1,361,892 1,446,173 1,794,337

経常損失(△) （千円） △118,451 △11,595 △156,536

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） △100,236 293,685 △134,534

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △98,017 306,521 △150,838

純資産額 （千円） 3,087,348 3,519,368 3,240,012

総資産額 （千円） 9,751,312 10,756,595 9,935,865

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期（当期）純損失

（△）

（円） △3.69 10.54 △4.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 31.6 32.6 32.5

 

回次
第94期

第３四半期連結
会計期間

第95期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

 
自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

 

 
自平成30年10月１日
至平成30年12月31日

 

１株当たり四半期純利益又は１株
当たり四半期純損失(△)

（円） △1.62 0.65

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第94期第３四半期連結累計期間及び第94期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式が存在するものの、１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。また、第95

期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有する潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

なお、第１四半期連結会計期間より、オペレーション事業として株式会社ケンテンが当社の連結子会社となりまし

た。

事業の系統図は、以下の通りであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（以下「当第３四半期」）の我が国経済は、緩やかな回復基調が続いております。先

行きについても、雇用・所得環境の改善が続く中で、各種政策の効果もあって、緩やかに回復していくことが期待

されるものの、アメリカの今後の政策の動向、中国をはじめとするアジア新興国等の経済の先行きなどの海外経済

要因や、金融市場の変動による影響に留意する必要があります。

当社グループの主要な事業領域についてみると、国内外の金融・不動産市場及び国内のホテル・レジャー市場

は、海外経済の不確実性の影響を受けつつも、概ね堅調に推移しているといえます。

このような経済状況のもと、当第３四半期の当社グループは、新規賃貸用不動産の取得、オペレーション事業の

各拠点における収益向上のためのさまざまな取り組みを積極的に進め、収益力の向上とさらなる安定化をはかって

まいりました。

以上の結果、当第３四半期の当社グループの業績は、収益用不動産の増加、国内事業に対する投資回収の収益に

より、売上高は前年同期に対して6.2％増加し、1,446百万円となりました。各段階利益は、営業利益64百万円（前

年同期は営業損失65百万円）、経常損失11百万円（前年同期は経常損失118百万円）となり、更に、当社が保有す

る投資有価証券の一部を売却したことにより投資有価証券売却益315百万円を計上した結果、前年同期の大幅な損

失から好転し、親会社株主に帰属する四半期純利益293百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失100

百万円）となりました。

報告セグメントごとの業績及び直近の状況は、次の通りであります。

 

（マーチャント・バンキング事業）

当社グループは、当事業部門におきまして、主に国内外の企業及び不動産向けの投資事業を営んでおります。

当第３四半期は、前年同期に対し、好調な不動産市場を捉えた収益用不動産を４物件1,004百万円を買収すると

ともに、今年度８月に行った産業廃棄物処理事業に対する投資が収益に貢献した結果、売上高592百万円（前年同

期比69.4％増）、セグメント利益181百万円（前年同期比844.0％増）となりました。

このような事業環境のもと、当社グループは、引き続き、国内外の将来性のある企業や事業、特に、再生医療・

ブロックチェーン・ＡＩの３分野を重点的に投資を努めることで収益の強化を図ってまいります。

 

（オペレーション事業）

当社グループは、当社、株式会社ホテルシステム二十一（連結子会社）及び株式会社ケンテン（連結子会社）に

おいて、宿泊施設、ボウリング場、インターネットカフェ店舗及び服飾雑貨店の運営、並びに給食業務の受託など

の多様な運営をすることでより専門性を蓄積する安定的な収益が確保できる事業を行っております。

当第３四半期は、愛媛大学医学部付属病院での給食事業が伸長するとともに、インターネットカフェ店舗が堅調

な運営を推移した結果、売上高は854百万円となり、また、昨年度６月に営業終了となった「ホテルＪＡＬシティ

松山」を除いた前年同期の売上高844百万円に対しましても1.2％増加いたしました。

ただ、前年同期の売上高1,012百万円に対しましては、当社グループの主力施設となる「加古川プラザホテル」

の大規模改修工事に伴う期間休業、消費者の根強い節約志向の持続や人材確保による人件費の高騰など厳しい環境

の中で服飾雑貨店の運営をしている株式会社ケンテンの売上低迷の影響により、15.6％減少いたしました。また、

セグメント利益に関しても、10百万円と、前年同期に対し62.3％減少いたしました。

 

（資　産）

当第３四半期連結会計期間末における資産残高は10,756百万円となり、前連結会計年度末に比べ820百万円増加

いたしました。投資有価証券の減少168百万円、有形固定資産の増加895百万円が主な変動要因であります。

 

（負　債）

当第３四半期連結会計期間末における負債残高は7,237百万円となり、前連結会計年度末に比べ541百万円増加い

たしました。長期借入金（１年内返済予定のものを含む）の増加627百万円、短期借入金の減少66百万円が主な変

動要因であります。
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（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産残高は3,519百万円で、前連結会計年度末に比べ279百万円増加いた

しました。配当金支払いによる資本剰余金の減少27百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益293百万円が主な

変動要因であります。

この結果、自己資本比率は32.6％（前連結会計年度末は32.5％）となりました。

 

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月８日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 27,881,656 27,881,656
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 27,881,656 27,881,656 － －

（注）提出日現在発行数には、平成31年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

　　　れた株式数は、含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 27,881,656 － 2,848,568 － 420,384

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

14,200
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

27,841,300
278,413 －

単元未満株式
普通株式

26,156
－

１単元(100株)未満の株

式

発行済株式総数 27,881,656 － －

総株主の議決権 － 278,413 －

 （注）１. 「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２. 「完全議決権株式（その他）」欄普通株式には、証券保管振替機構名義の株式500株（議決権５個）が含ま

れております。

３. 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式32株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

マーチャント・バンカー

ズ株式会社

東京都千代田区有楽町一丁

目７番１号
14,200 － 14,200 0.05

計 － 14,200 － 14,200 0.05

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 502,435 722,507

受取手形及び売掛金 76,867 88,885

営業投資有価証券 291,111 304,154

販売用不動産 50,000 50,000

商品及び製品 1,516 1,708

原材料及び貯蔵品 8,711 11,430

その他 245,020 62,540

流動資産合計 1,175,661 1,241,227

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,658,172 5,012,202

土地 3,551,329 4,082,588

その他（純額） 53,213 63,608

減損損失累計額 △112,436 △112,383

有形固定資産合計 8,150,279 9,046,016

無形固定資産   

のれん 192,090 210,177

その他 2,876 2,808

無形固定資産合計 194,966 212,985

投資その他の資産   

投資有価証券 234,264 66,195

敷金及び保証金 90,281 103,781

その他 92,332 88,309

貸倒引当金 △1,920 △1,920

投資その他の資産合計 414,957 256,366

固定資産合計 8,760,203 9,515,367

資産合計 9,935,865 10,756,595
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 39,054 46,217

短期借入金 100,000 33,280

1年内返済予定の長期借入金 294,544 305,124

未払費用 73,892 77,853

賞与引当金 － 3,900

役員賞与引当金 － 390

株主優待引当金 35,545 －

その他 62,529 72,175

流動負債合計 605,566 538,941

固定負債   

長期借入金 5,929,399 6,546,252

長期預り敷金保証金 104,413 104,334

その他 56,474 47,698

固定負債合計 6,090,286 6,698,285

負債合計 6,695,853 7,237,227

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,848,568 2,848,568

資本剰余金 536,915 509,047

利益剰余金 △124,788 168,896

自己株式 △2,835 △2,949

株主資本合計 3,257,859 3,523,563

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △30,464 △17,628

その他の包括利益累計額合計 △30,464 △17,628

新株予約権 12,617 13,433

純資産合計 3,240,012 3,519,368

負債純資産合計 9,935,865 10,756,595
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 1,361,892 1,446,173

売上原価 558,064 694,509

売上総利益 803,827 751,664

販売費及び一般管理費 869,103 686,758

営業利益又は営業損失（△） △65,276 64,905

営業外収益   

受取利息 7 6

為替差益 115 454

その他 2,155 7,951

営業外収益合計 2,278 8,412

営業外費用   

支払利息 37,616 69,323

支払手数料 11,399 7,110

その他 6,438 8,479

営業外費用合計 55,454 84,913

経常損失（△） △118,451 △11,595

特別利益   

投資有価証券売却益 37,119 315,356

その他 － 19

特別利益合計 37,119 315,375

特別損失   

投資有価証券評価損 13,000 －

特別損失合計 13,000 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△94,333 303,780

法人税、住民税及び事業税 5,630 10,389

法人税等調整額 273 △294

法人税等合計 5,903 10,095

四半期純利益又は四半期純損失（△） △100,236 293,685

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△100,236 293,685
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △100,236 293,685

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,219 12,836

その他の包括利益合計 2,219 12,836

四半期包括利益 △98,017 306,521

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △98,017 306,521
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、株式会社ケンテンの全株式を取得したため、連結の範囲に含めております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表

示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の通りであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 86,532千円 135,346千円

のれんの償却額 17,895千円 20,813千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金の支払額

決　　議 株式の種類
配当金の

総額(千円)
配当の原資

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成29年５月12日

取締役会
普通株式 54,207 利益剰余金 2.0 平成29年３月31日 平成29年６月29日

 

２．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．配当金の支払額

決　　議 株式の種類
配当金の

総額(千円)
配当の原資

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成30年５月11日

取締役会
普通株式 27,867 資本剰余金 1.0 平成30年３月31日 平成30年６月29日

 

２．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１．

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２．
 

マーチャン
ト・バンキン
グ事業

オペレーショ

ン事業

売上高      

外部顧客への売上高 349,500 1,012,392 1,361,892 － 1,361,892

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 349,500 1,012,392 1,361,892 － 1,361,892

セグメント利益 19,232 27,111 46,344 △111,620 △65,276

（注）１．セグメント利益の調整額△111,620千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

一般管理費によりなっております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１．

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２．
 

マーチャン
ト・バンキン
グ事業

オペレーショ

ン事業

売上高      

外部顧客への売上高 592,147 854,026 1,446,173 － 1,446,173

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 592,147 854,026 1,446,173 － 1,446,173

セグメント利益 181,554 10,223 191,778 △126,873 64,905

（注）１．セグメント利益の調整額△126,873千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

一般管理費によりなっております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日

至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日

至　平成30年12月31日）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期

純損失（△）
△3円69銭 10円54銭

　　(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△100,236 293,685

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（千円）

△100,236 293,685

期中平均株式数（千株） 27,195 27,867

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

　（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。また、当第３四半期連結累計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月８日

マーチャント・バンカーズ株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大村　　茂　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　　潤　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマーチャント・

バンカーズ株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年

10月１日から平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マーチャント・バンカーズ株式会社及び連結子会社の平成30年12月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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